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天高く馬肥ゆる秋。朝晩はめっきり涼しくなりました。９月の雨続きとは打って変わって、文
字通り「天高く」、すっきり澄みわたる真っ青な空を仰げる日が多いですね。先週はテストや行
事の非日常でしたが、今週は日常に戻ります。今回は、本校創立80周年記念事業として企画・開
催された２つのイベントをまとめました。どちらも、節目にふさわしい行事となりました。

月見遠足（９月25日）

野球部招待試合（10月11日）対 慶應義塾高等学校

市立高ならではの伝統行事として長く親しまれてきた月見遠足。往時は夜道を語り合いなが
ら歩き、明け方まで歩き通したと伺っています。開催地も時代とともに変遷を重ねてきたよう
です。卒業生の皆様おひとりおひとりが語り継ぐ、大切にされてきた行事ですね。
創立80周年記念事業として復活した今回は、沼津市民文化センターを起点に、香陵台（五重
塔）を経由して香貫山展望台を目指しました。台風の影響や雨予報により、当日まで天候が心
配されましたが、なんと奇跡的に晴れ間が広がりました。
歩き始めからずっと月に見守られながら、約45分。展望台では見事な夜景を目に焼き付ける
ことができました。ほぼ360度のパノラマビューの中に、街の灯を縫うように蛇行する狩野川、
国道１号、旧東海道や旧国道１号を行き交う車の光の帯、東海道本線、さらに海側には展望水
門「びゅうお」と、駿河湾を抱くなだらかな海岸線が広がります。
「沼津の夜景は、こんなにも美しかったのか。」
思わずそう声を漏らしたくなる光景でした。照明の量を誇る大都会の夜景とは異なり、明と
暗のコントラストが織りなす美しさは、まるで一枚の絵画のようでした。
当日、この景色を共有したのは100人近い参加者の皆さんです。求道会の皆様、PTAの皆様、
在校生、教職員。そして頼重秀一沼津市長にも御同行いただきました。
同じ月を見上げ、同じ景色を眺めながら歩く時間の中で、人と人とのつながりの温かさと、
言葉を超えて気持ちを分かち合う喜びを感じることができました。

周年の節目を迎えるたびに開催してきた野球部招待試合。今回は、2023年夏の甲子園
大会での全国優勝が記憶に新しい名門・慶應義塾高等学校野球部をお招きしました。
当日は、朝に東名高速道路で発生した事故の影響により慶應高校の到着が遅れたため、開会

式、第１試合ともに１時間順延しての開催となりました。
序盤から中盤にかけて、本校は先発・植田投手を中心にチーム一丸となって奮闘。無失点を

続けましたが、終盤は四死球をきっかけに相手打線につかまり、３イニングで11失点を喫しま
した。それでも選手たちは最後まで一球一球に全力を尽くし、熱気と集中力を切らすことなく
戦い抜きました。その姿に心を動かされた観衆の方から、「感動したから」と選手たちへのア
イスの差し入れをいただくといううれしい出来事もありました。この場をお借りして、温かい
御厚志に心より感謝申し上げます。
慶應高校の皆さんを本校

にお迎えし、同じ球場でプ
レーできたことは、本校野
球部にとって大きな誇りで
あり、刺激であり、貴重な
学びの機会となりました。
慶應高校野球部はこのた

び、令和８年度神奈川県高
校野球秋季県大会において
見事優勝。横浜高校の県内
連勝記録を43で止め、10
年ぶり６度目の頂点に立ち
ました。今週末からは関東
大会が始まります。一同、
関東大会での慶應高校の御
健闘を、沼津から心よりお
祈りしております。

慶應義塾 0 0 0 0 0 0 3 5 3 ／11
市立沼津 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ／ 0

慶應高校野球部の皆様、沼津市
長様、沼津市議会議長様、沼津市
教育長様、審判団の皆様、80周
年記念事業実行委員会の皆様、求
道会の皆様、保護者の皆様、そし
て応援してくださったすべての皆
様に、心より御礼申し上げます。
青空が眩しい１日。ありがとう
ございました。
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